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令和５年度　一般会計

決 算 報 告
総額 40億 5,505 万円を

このように使いました
　第 6次総合計画の将来像の「ここでは、誇り
高く、穏やかに、豊かに生きられる～コンパッ
ションタウン松崎～」に向けた対策の取り組み
を行いました。

20.0％（前年度比　＋ 7,727 万円）

総務費　8億 1,166 万円

22.7％（前年度比　＋ 5,462 万円）

民生費　9億 2,020 万円

5.7％（前年度比　Δ 2,641 万円）

◎
歳
入
の
状
況

　

歳
入
決
算
額
は
、
42
億
６
０

５
８
万
円
（
前
年
度
比
０
・
９
％

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

に
伴
う
ふ
じ
の
く
に
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
推
進
エ
リ
ア
形
成
事
業

費
補
助
金
な
ど
の
県
支
出
金
が

１
８
６
２
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
国
庫
支
出
金
１
億

２
４
２
３
万
円
、
地
方
交
付
税

８
０
４
７
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
新
共
同
調
理

場
実
施
設
計
委
託
な
ど
の
財
源

と
し
て
地
方
債
８
１
５
３
万
円

を
借
り
入
れ
ま
し
た
。

　

町
税
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率

は
97
・
５
％
（
前
年
度
比
増
減

な
し
）
と
な
り
ま
し
た
が
、
収

入
額
で
は
64
万
円
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

自
主
財
源
比
率
は
、
国
庫

支
出
金
の
減
な
ど
に
よ
り
32･

８
％
（
前
年
度
比
５
・
０
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。
２
割
台
か
ら

３
割
台
と
な
り
ま
し
た
が
、
低

水
準
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
町

税
、
使
用
料
及
び
手
数
料
な
ど

の
自
主
財
源
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

農林水産業費　2億 3,210 万円

・財政調整基金積立金 ････････････ 8,000 万円
・ふるさと納税推進事業 ･･････････ 6,148 万円
・路線バス対策事業 ･･････････････ 4,244 万円
・地域おこし協力隊事業 ･･････････ 2,520 万円
・まち・ひと・しごと創生事業（交流拠点・ワー
・・ケーション事業）･･････････････ 1,830 万円
・花いっぱい運動推進事業 ････････ 1,655 万円
・選挙費（県議会、町議会選挙他）
・･･･････････････････････････････ 1,058 万円

・自立支援給付費 ････････････ 1 億 5,843 万円
・介護保険事業（繰出金他） ・・･1 億 5,476 万円
・後期高齢者医療事業（繰出金他）・・･1 億 4,802 万円
・価格高騰重点支援給付金事業・・･ 9,377 万円
・国民健康保険事業（繰出金他）・・･ 7,956 万円
・保育所実施委託 ････････････････ 6,438 万円
・児童手当 ･････････････････････ 4,259 万円
・地域福祉推進事業（子育て支援祝い品他）
  ･･････････････････････････････ 3,519 万円
・重度障害者医療費助成事業 ･･････ 1,347 万円

13.4％（前年度比　＋ 1,567 万円）

衛生費　5億 4,270 万円

・じん芥処理事業（清掃点検業務委託他）
  ･･････････････････････････ 2 億 9,500 万円
・西豆衛生プラント組合負担金 ････ 5,383 万円
・上水道事業 ( 水道事業会計補助金）･･･ 3,441 万円
・感染症対策事業（新型コロナウイルスワクチン接種事業）
 ･･･････････････････････････････ 1,400 万円
・老人健康対策事業（がん検診事業他）･･･ 1,294 万円
・予防事業（インフルエンザ、定期・任意予防接種事業他）
 ･･･････････････････････････････ 1,194 万円
・こども医療費助成 ･････････････ 1,189 万円

・農地事業（県営中山間地域総合整備事業他）
 ･･･････････････････････････････ 3,965 万円
・林業振興事業（中山間地域林業整備事業費補助金他）
 ･･･････････････････････････････ 2,810 万円
・国土調査事業（地籍調査）･･･････ 2,425 万円
・県単独農業農村整備事業（農道伏倉山崎線拡幅工事他）
　･･････････････････････････････ 2,126 万円
・農業振興事業（有害獣等被害防止対策事業 ･桜葉生産
・振興事業他）･････････････････････ 853 万円

歳  入
42億

6,058万円

歳  出
40億

5,505万円

8.6％（前年度比　△ 356 万円）

公債費　3億 4,753 万円

1.2％（前年度比　＋ 206 万円）

議会費　4,883 万円

災害復旧費　5,727 万円

1.4％（前年度比　△ 2,562 万円）

教育費　3億 1,339 万円

7.7％（前年度比　＋ 3,062 万円）

消防費　2億 6,854 万円

・下田地区消防組合負担金 ･･･････ 1 億 9,975 万円
・消防団運営事業 ･･･････････････････ 3,100 万円
・災害対策事業（資機材・備蓄食料整備他）
・･･････････････････････････････････ 2,643 万円
・消防施設管理整備事業（消防団備品整備他）
・･･･････････････････････････････････ 1,136 万円

土木費　2億 2,621 万円

◎
歳
出
の
状
況

　

歳
出
決
算
額
は
、
40
億
５
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０
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（
前
年
度
比
１
・
０
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
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内
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、
無
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の
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努
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券
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、
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に
よ
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提
携

45
周
年
に
よ
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善
訪
問
事

業
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ワ
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ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

推
進
に
向
け
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と
ー
ふ
や
。
、

浜
丁
な
ど
交
流
拠
点
の
整
備
事

業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

令
和
４
年
８
月
の
台
風
８
号
に

よ
り
被
災
し
た
道
路
・
橋
梁
・

河
川
の
災
害
復
旧
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
将
来
的
な
大
型
事

業
な
ど
に
備
え
、
財
政
調
整
基

金
に
８
０
０
０
万
円
を
積
み
立

て
る
な
ど
、
計
画
的
な
財
政
運

営
に
留
意
し
た
予
算
執
行
を
行

い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

商工費　2億 8,662 万円

7.1％（前年度比　Δ 1億 1,767 万円）

・公共土木施設災害復旧事業 ････ 5,727 万円 ・元金 ････････････････････ 3 億 4,053 万円
・利子 ･････････････････････････ 700 万円

・義務教育施設整備事業（小学校受水槽等更新工事他）
 ･････････････････････････････････ 6,886 万円
・幼稚園運営費 ････････････････････ 3,855 万円
・小学校管理費 ････････････････････ 2,870 万円
・中学校管理費 ････････････････････ 1,867 万円
・生涯学習事業（図書館運営費他）
 ･････････････････････････････････ 1,446 万円

・議員報酬、手当等

6.6％（前年度比 ＋ 59 万円）

5.6％（前年度比　＋ 3,219 万円）
・道路維持事業（町道石部線改良工事他）
・･････････････････････････････････ 6,151 万円
・橋梁維持事業（狼橋橋梁補修工事他）
・･････････････････････････････････ 4,922 万円
・港湾管理事業（松崎港湾維持修繕工事他）
　････････････････････････････････ 2,476 万円
・河川維持事業（河川維持工事他）
・･････････････････････････････････ 2,212 万円

・観光振興事業（海水浴事業他）･････ 8,938 万円
・商工振興事業（緊急経済対策プレミアム商品券事業他）
・････････････････････････････････ 5,511 万円
・ふれあい交流推進事業
・（グリーンツーリズム推進事業）･･････ 650 万円

性　質　別 決　算　額 比　率

人 件 費　 ７億４，１５１万円 18.3%

物 件 費 ９億３，３９０万円 23.0%

維 持 補 修 費 ６，０１１万円 1.5%

扶 助 費 ４億３，３３９万円 10.7%

補 助 費 等 ７億７，３８０万円 19.1%

公 債 費 ３億４，７５３万円 8.6%

積 立 金 １億１，７３５万円 2.9%

投資及び出資金貸付金 ５１２万円 0.1%

繰 出 金 ２億４，８４５万円 6.1%

普 通 建 設 事 業 費 ３億３，６６２万円 8.3%

災 害 復 旧 事 業 費 ５，７２７万円 1.4%

合　　　計 ４０億５，５０５万円 100.0%

令和５年度一般会計決算性質別歳出内訳表



23

令和５年度　一般会計

決 算 報 告
総額40億 5,505 万円を

このように使いました
　第 6次総合計画の将来像の「ここでは、誇り
高く、穏やかに、豊かに生きられる～コンパッ
ションタウン松崎～」に向けた対策の取り組み
を行いました。

20.0％（前年度比　＋ 7,727 万円）

総務費　8億 1,166 万円

22.7％（前年度比　＋ 5,462 万円）

民生費　9億 2,020 万円

5.7％（前年度比　Δ 2,641 万円）

◎
歳
入
の
状
況

　

歳
入
決
算
額
は
、
42
億
６
０

５
８
万
円
（
前
年
度
比
０
・
９
％

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
事
業

に
伴
う
ふ
じ
の
く
に
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
推
進
エ
リ
ア
形
成
事
業

費
補
助
金
な
ど
の
県
支
出
金
が

１
８
６
２
万
円
の
増
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
国
庫
支
出
金
１
億

２
４
２
３
万
円
、
地
方
交
付
税

８
０
４
７
万
円
の
減
額
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
新
共
同
調
理

場
実
施
設
計
委
託
な
ど
の
財
源

と
し
て
地
方
債
８
１
５
３
万
円

を
借
り
入
れ
ま
し
た
。

　

町
税
に
つ
い
て
は
、
徴
収
率

は
97
・
５
％
（
前
年
度
比
増
減

な
し
）
と
な
り
ま
し
た
が
、
収

入
額
で
は
64
万
円
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

自
主
財
源
比
率
は
、
国
庫

支
出
金
の
減
な
ど
に
よ
り
32･

８
％
（
前
年
度
比
５
・
０
％
増
）

と
な
り
ま
し
た
。
２
割
台
か
ら

３
割
台
と
な
り
ま
し
た
が
、
低

水
準
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
町

税
、
使
用
料
及
び
手
数
料
な
ど

の
自
主
財
源
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

農林水産業費　2億 3,210 万円

・財政調整基金積立金 ････････････ 8,000 万円
・ふるさと納税推進事業 ･･････････ 6,148 万円
・路線バス対策事業 ･･････････････ 4,244 万円
・地域おこし協力隊事業 ･･････････ 2,520 万円
・まち・ひと・しごと創生事業（交流拠点・ワー
・・ケーション事業）･･････････････ 1,830 万円
・花いっぱい運動推進事業 ････････ 1,655 万円
・選挙費（県議会、町議会選挙他）
・･･･････････････････････････････ 1,058 万円

・自立支援給付費 ････････････ 1 億 5,843 万円
・介護保険事業（繰出金他） ・・･1 億 5,476 万円
・後期高齢者医療事業（繰出金他）・・･1 億 4,802 万円
・価格高騰重点支援給付金事業・・･ 9,377 万円
・国民健康保険事業（繰出金他）・・･ 7,956 万円
・保育所実施委託 ････････････････ 6,438 万円
・児童手当 ･････････････････････ 4,259 万円
・地域福祉推進事業（子育て支援祝い品他）
  ･･････････････････････････････ 3,519 万円
・重度障害者医療費助成事業 ･･････ 1,347 万円

13.4％（前年度比　＋ 1,567 万円）

衛生費　5億 4,270 万円

・じん芥処理事業（清掃点検業務委託他）
  ･･････････････････････････ 2 億 9,500 万円
・西豆衛生プラント組合負担金 ････ 5,383 万円
・上水道事業 (水道事業会計補助金）･･･ 3,441 万円
・感染症対策事業（新型コロナウイルスワクチン接種事業）
 ･･･････････････････････････････ 1,400 万円
・老人健康対策事業（がん検診事業他）･･･ 1,294 万円
・予防事業（インフルエンザ、定期・任意予防接種事業他）
 ･･･････････････････････････････ 1,194 万円
・こども医療費助成 ･････････････ 1,189 万円

・農地事業（県営中山間地域総合整備事業他）
 ･･･････････････････････････････ 3,965 万円
・林業振興事業（中山間地域林業整備事業費補助金他）
 ･･･････････････････････････････ 2,810 万円
・国土調査事業（地籍調査）･･･････ 2,425 万円
・県単独農業農村整備事業（農道伏倉山崎線拡幅工事他）
　･･････････････････････････････ 2,126 万円
・農業振興事業（有害獣等被害防止対策事業 ･桜葉生産
・振興事業他）･････････････････････ 853 万円

歳  入
42億

6,058万円

歳  出
40億

5,505万円

8.6％（前年度比　△ 356 万円）

公債費　3億 4,753 万円

1.2％（前年度比　＋ 206 万円）

議会費　4,883 万円

災害復旧費　5,727 万円

1.4％（前年度比　△ 2,562 万円）

教育費　3億 1,339 万円

7.7％（前年度比　＋ 3,062 万円）

消防費　2億 6,854 万円

・下田地区消防組合負担金 ･･･････ 1 億 9,975 万円
・消防団運営事業 ･･･････････････････ 3,100 万円
・災害対策事業（資機材・備蓄食料整備他）
・･･････････････････････････････････ 2,643 万円
・消防施設管理整備事業（消防団備品整備他）
・･･･････････････････････････････････ 1,136 万円

土木費　2億 2,621 万円

◎
歳
出
の
状
況

　

歳
出
決
算
額
は
、
40
億
５
５

０
５
万
円
（
前
年
度
比
１
・
０
％

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

経
常
経
費
の
内
容
精
査
を
進

め
、
無
駄
な
経
費
の
削
減
に
努

め
な
が
ら
、
電
気
・
食
料
品
な

ど
の
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
給

付
金
事
業
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
事
業
、
依
田
勉
三
の
縁
に
よ

る
帯
広
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携

45
周
年
に
よ
る
親
善
訪
問
事

業
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

推
進
に
向
け
た
と
ー
ふ
や
。
、

浜
丁
な
ど
交
流
拠
点
の
整
備
事

業
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

令
和
４
年
８
月
の
台
風
８
号
に

よ
り
被
災
し
た
道
路
・
橋
梁
・

河
川
の
災
害
復
旧
工
事
を
行
い

ま
し
た
。

　

一
方
で
、
将
来
的
な
大
型
事

業
な
ど
に
備
え
、
財
政
調
整
基

金
に
８
０
０
０
万
円
を
積
み
立

て
る
な
ど
、
計
画
的
な
財
政
運

営
に
留
意
し
た
予
算
執
行
を
行

い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

商工費　2億 8,662 万円

7.1％（前年度比　Δ 1億 1,767 万円）

・公共土木施設災害復旧事業 ････ 5,727 万円 ・元金 ････････････････････ 3 億 4,053 万円
・利子 ･････････････････････････ 700 万円

・義務教育施設整備事業（小学校受水槽等更新工事他）
 ･････････････････････････････････ 6,886 万円
・幼稚園運営費 ････････････････････ 3,855 万円
・小学校管理費 ････････････････････ 2,870 万円
・中学校管理費 ････････････････････ 1,867 万円
・生涯学習事業（図書館運営費他）
 ･････････････････････････････････ 1,446 万円

・議員報酬、手当等

6.6％（前年度比 ＋ 59 万円）

5.6％（前年度比　＋ 3,219 万円）
・道路維持事業（町道石部線改良工事他）
・･････････････････････････････････ 6,151 万円
・橋梁維持事業（狼橋橋梁補修工事他）
・･････････････････････････････････ 4,922 万円
・港湾管理事業（松崎港湾維持修繕工事他）
　････････････････････････････････ 2,476 万円
・河川維持事業（河川維持工事他）
・･････････････････････････････････ 2,212 万円

・観光振興事業（海水浴事業他）･････ 8,938 万円
・商工振興事業（緊急経済対策プレミアム商品券事業他）
・････････････････････････････････ 5,511 万円
・ふれあい交流推進事業
・（グリーンツーリズム推進事業）･･････ 650 万円

性　質　別 決　算　額 比　率

人 件 費　 ７億４，１５１万円 18.3%

物 件 費 ９億３，３９０万円 23.0%

維 持 補 修 費 ６，０１１万円 1.5%

扶 助 費 ４億３，３３９万円 10.7%

補 助 費 等 ７億７，３８０万円 19.1%

公 債 費 ３億４，７５３万円 8.6%

積 立 金 １億１，７３５万円 2.9%

投資及び出資金貸付金 ５１２万円 0.1%

繰 出 金 ２億４，８４５万円 6.1%

普 通 建 設 事 業 費 ３億３，６６２万円 8.3%

災 害 復 旧 事 業 費 ５，７２７万円 1.4%

合　　　計 ４０億５，５０５万円 100.0%

令和５年度一般会計決算性質別歳出内訳表
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「
経
営
健
全
化
基
準
」
）
と
財
政

破
綻
状
態
（
会
社
で
い
う
「
倒

産
」
）を
示
す
『
財
政
再
生
基
準
』

が
あ
り
、
比
率
が
基
準
以
上
に

な
る
と
、
国
や
県
の
手
助
け
や

管
理
の
下
、
財
政
再
生
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

町
の
財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
？

　

令
和
５
年
度
決
算
に
よ
る
算

定
で
は
、
全
て
の
判
断
比
率
が

財
政
健
全
化
法
で
の
基
準
を
下

回
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度
決

算
に
引
き
続
い
て
財
政
の
健
全

性
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
の
収
入
の
う
ち

町
税
な
ど
自
主
財
源
の
占
め
る

割
合
は
、
３
割
台
の
低
水
準
と

な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
の
財

政
状
況
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
り
比
較･

分
析
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
こ

の
法
律
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
方

法･

分
析
に
よ
り
、
健
全
財
政

　

財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
は
、

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
自
治
体
の
財
政
破
綻
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

自
治
体
の
会
計
で
あ
る
一
般
会

計
、
特
別
会
計
（
企
業
会
計
含

む
）
な
ど
、
自
治
体
の
財
政
状

況
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
毎

年
度
の
決
算
時
に
算
定
す
る

「
健
全
化
判
断
比
率
」
お
よ
び

「
資
金
不
足
比
率
」
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率
と
は

次
の
４
つ
の
比
率
を
い
い
ま
す

①
実
質
赤
字
比
率

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

③
実
質
公
債
費
比
率

④
将
来
負
担
比
率

　

健
全
化
判
断
比
率
（
公
営
企

業
は
「
資
金
不
足
比
率
」
）で
は
、

財
政
の
危
険
信
号
を
示
す
『
早

期
健
全
化
基
準
』
（
公
営
企
業
は

【
問
合
せ
】

総
務
課(

４
２)

３
９
６
３

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

松
崎
町
は
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
ま
す

財
政
指
標
か
ら
見
る
松
崎
町
の
財
政
状
況

財
政
指
標
か
ら
見
る
松
崎
町
の
財
政
状
況

健全化指標 松崎町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

① 実 質 赤 字 比 率 －（－） 15.00% 20.00%

②連結実質赤字比率 －（－） 20.00% 40.00%

③実質公債費比率 5.3%（4.9%） 25.00% 35.00%

④ 将 来 負 担 比 率 －（－） 350.00% なし

※実質赤字比率、連結実質赤字比率の「－」は黒字の意味。
※将来負担比率の「－」は、数値が０以下で健全性が保たれていることを示す。
※（　）内は前年の比率。

財政健全化判断比率

公営企業に係る資金不足比率
特別会計名 松崎町の比率 経営健全化基準 財政再生基準

水 道 事 業 会 計 －（－）

20.0% なし

温 泉 事 業 会 計 －（－）

伊 豆 ま つ ざ き 荘 会 計 －（－）

岩 地 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 －（－）

石 部 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 －（－）

雲 見 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 －（－）

※「－」は黒字の意味で（ ）内は前年の比率。

【
用
語
の
解
説
】

①
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
の
程

度
を
指
標
化
し
、
財
政
運
営
の

悪
化
の
度
合
い
を
示
す
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

特
別
会
計･

公
営
企
業
会
計

を
含
む
全
会
計
の
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
団
体
全
体
と
し

て
財
政
運
営
の
悪
化
の
度
合
い

を
示
す
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　

借
入
金
（
一
部
事
務
組
合
の

公
債
費
負
担
金
を
含
む
）
の
返

済
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、

資
金
繰
り
の
程
度
を
示
す
。

（
過
去
３
年
間
の
平
均
）

④
将
来
負
担
比
率

　

一
般
会
計
な
ど
の
借
入
金
や

将
来
負
担
す
べ
き
負
債
額
が
、

将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

の
度
合
い
を
示
す
。

⑤
資
金
不
足
比
率

　

公
営
企
業
に
お
け
る
一
般
会

計
な
ど
の
実
質
赤
字
に
相
当
す

る
も
の
。
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介
護
保
険
特
別
会
計

　

令
和
６
年
３
月
末
現
在
、
65

歳
以
上
の
被
保
険
者
数
は
２
９

０
３
人
、
そ
の
う
ち
、
要
介
護
・

要
支
援
認
定
者
数
は
５
１
７
人

で
、
17
・
８
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は
10

億
６
３
３
５
万
５
千
円
（
前
年

度
比
１
０
０
・
３
％
）
、
歳
出
総

額
は
９
億
７
２
４
３
万
８
千
円

（
前
年
度
比
98
・
９
％
）と
な
り
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
９
０
９
１

万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
介
護
保
険
給
付

費
は
８
億
５
２
４
９
万
３
千
円

で
、
前
年
度
比
97
・
７
％
、
１

９
７
５
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
介
護
予
防
事
業
の

充
実
に
よ
り
、
要
介
護
認
定
者

の
減
少
と
、
重
症
化
予
防
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

介
護
保
険

・
後
期
高
齢
者
医
療

・
国
民
健
康
保
険

特

別

会

計

決

算

の

概

要

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

令
和
６
年
３
月
末
現
在
、
被

保
険
者
数
は
１
６
８
４
人
で
、

総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
29
・

４
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は
１

億
２
６
２
５
万
７
千
円
（
前
年

度
比
１
０
１
・
６
％
）
、
歳
出
総

額
は
１
億
２
５
６
９
万
５
千
円

（
前
年
度
比
１
０
１
・
５
％
）

と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は

56
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
８
６
１
３
万
７
千

円
（
前
年
度
比
１
０
０
・
２
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
令
和
６
年
３
月
末
現
在
、
加

入
者
は
総
人
口
の
30
・
４
％
と

な
る
１
７
４
２
人
、
世
帯
数
は
、

総
世
帯
の
40
・
２
％
と
な
る
１

１
４
３
世
帯
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
歳
入
総
額
は
９

億
１
２
７
５
万
７
千
円
（
前
年

度
比
１
０
１
・
５
％
）
、
歳
出
総

額
は
９
億
18
万
２
千
円
（
前
年

度
比
１
０
１
・
７
％
）
と
な
り
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
１
２
５
７

万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
へ
の
移
行
に
よ
る
被
保
険
者

数
の
減
少
が
大
き
く
、
国
民
健

康
保
険
税
は
１
億
３
９
６
２
万

９
千
円
（
前
年
度
比
94
・
３
％
）

と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
の
保
険

給
付
費
は
、
入
院
医
療
費
や
高

額
療
養
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、

６
億
５
９
５
１
万
円
（
前
年
度

比
１
０
５
％
）と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
被
保
険
者
数
の
減
少
、

一
人
当
た
り
医
療
費
の
増
加
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
医
療
費

適
正
化
に
努
め
、
国
民
健
康
保

険
制
度
の
安
定
化
を
目
指
し
ま

す
。

特別会計 被保険者数 歳入 歳出 差引額

介　護　保　険 2,903 人 10 億 6,335 万 5 千円 9 億 7,243 万 8 千円 9,091 万７千円

後期高齢者医療 1,684 人 1 億 2,625 万 7 千円 1億 2,569 万 5 千円 562 千円

国民健康保険 1,742 人 9 億 1,275 万 7 千円 9億 18 万 2 千円 1,257 万 5 千円

【特別会計決算の状況】

■一人当たり医療費

■一人当たり保険料

772,066 円
（前年度比 67,573 円減）

51,233 円
（前年度比 258 円減）

■一人当たり医療費

420,221 円
（前年度比 43,139 円増）

■一人当たり保険税

77,643 円
（前年度比 69 円減）

保険税収納額と保険給付費の推移 単位：千円
【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６
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令和７年４月〜　 水道料金を改定します 44%値上げ

改定の背景

水道事業は、皆さまにお支払いいただく
水道料金で成り立っています。　
　当町の水道施設は、昭和 40 年代から 50 年代

に整備されたものが多く、これらの施設の更新

に多額の費用が見込まれる一方で、給水人口の

減少などにより料金収入は減少し続けています。

　令和３年度には、予定していた 20％の値上げ

をコロナ禍を理由に見送ってきましたが、令和

４年度からは、物価高騰など想定を超える費用

の増加があり、収益不足が一気に現れ、一般会

計からの補助を必要とする事態となっています。

　こうしたことから、令和５年度において、今

後の財政計画、投資計画を見直すとともに、料

金改定の試算を行い、44％の値上げを必要とす

る「松崎町水道事業経営戦略（改定版）」をま

とめました。

　水道料金は、消費税増税に伴う値上げを除く

と、平成 20 年度に改定して以来据え置いてき

ましたが、昨年度策定した「経営戦略」に基づ

き、赤字化した会計を改善し、安全な水を安定

的に供給していくため、水道料金を改定するも

のです。

　皆さまのご理解とご協力をお願いします。

20
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20
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20
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20
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20
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20
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20
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20
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21

20
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20
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20
24
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20
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20
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20
32

20
33

20
34

20
35

20
36

20
37

20
38

20
39

20
40

20
41

20
42

20
43

改定の内容

区分 使用水量
改定前
料　金

基本料金 10 ㎥まで 1,212 円

区　　分 11 ～ 20 ㎥ 142 円

21 ～ 30 ㎥ 154 円

31 ～ 50 ㎥ 167 円

51 ～ 100 ㎥ 193 円

101 ～ 200 ㎥ 218 円

201 ㎥以上 245 円

➡
44％
値上げ

改定後
料　金

1,745 円

204 円

222 円

240 円

278 円

314 円

353 円

（例）平均的な一般家庭の値上げ額（２カ月分・税込み）

             水道料金＝［（基本料金）＋（使用水量－基本水量）×超過料金］
　　　　 ※一般家庭の平均使用量３０㎥で算出

  【現　行】　2,424 円＋ (30㎥－ 20㎥ ) × 142 円＝ 3,844 円
 【改定後】　3,490 円＋ (30㎥－20㎥ ) × 204 円＝ 5,530円

　　　　   　　　　　　　　　　　　 　【差  額】　1,686円

料　金
算定式　

給水人口と有収水量の見通し

年次 内容

H20 料金改定（約 22% 値上げ）

H26 　 〃　  （消費税３％増分）

H30
今後 10 年間の財政計画、投資計画をまとめ、平成 33 年度に 20％値上げ
を必要とする「経営戦略」を策定

R元 料金改定（消費税２％増分）

R3 20% 値上げの料金改定をコロナ禍を理由に見送り

R4
赤字化した水道事業会計に一般会計から補助【R4 決算】
基準内繰入 16,885 千円（災害関連）＋基準外繰入 11,866 千円＝計 28,751 千円

R5

今後 20 年間の財政計画、投資計画をまとめ、令和７年度に 44％値上げ
を必要とする「経営戦略（改定版）」を策定

赤字化した水道事業会計に一般会計から補助【R5 決算】
基準内繰入 7,056 千円（災害関連）＋基準外繰入 27,354 千円＝計 34,410 千円

R6
赤字化した水道事業会計に一般会計から補助【R6 予算】
基準内繰入 82 千円（災害関連）＋基準外繰入 37,918 千円＝計 38,000 千円

R6.5 公営企業委員会に 44％値上げを諮問

R6.7 公営企業委員会から 44％値上げを妥当とする答申

R6.9 町議会９月定例会で 44％値上げする条例改正が可決

これまでの経緯（水道料金関係）

基準内繰入：法令等により一般会計からの補助が妥当とされている経費
基準外繰入：一般会計からの補助が妥当でない経費

皆さまの
ご理解とご協力を

お願いします　

　　　　　　　　　　　　　　県内上水道料金一覧表（令和４年度）    　　10 ㎥当たり／月

給水料金（１カ月につき・税込み）

出典：静岡県の水道の現況（※西伊豆町は R6.5 単価）
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改定の時期

令和７年４月１日（詳細は下表のとおり）

将来の見通し

　「経営戦略（改定版）」において採用した《ケース５》では、下表のとおり今後 20 年間で４回
の段階的な料金改定を必要としていますが、今回は、初回の令和７年度（２０２５年度）の 44
％値上げについて決定したものです。令和 12 年度（２０３０年度）以降の料金改定は、令和９
年度（２０２７年度）以降に改めて検討していく予定です。

200,000

150,000

100,000

50,000

0

▲経営戦略改定版は
　  町ホームページで
      公表しています。

Ａ　令和３年度に予定していた 20％の値上げを見送ったことが大きく影響しています。
　　また、昨今の物価高騰などの影響もあり、高い水準の値上げが必要となりました。
　　 なお、この改定は、水道事業会計が、町の一般会計から令和 11 年度まで補助を受けることによっ

て成り立っており、補助がなかったとすると、60％を超える値上げが必要です。

水道料金の改定に関するQ＆ A
　Q　４４％の値上げって高すぎませんか？

　Q　赤字分は税金で補填し、 水道料金をもっと低く抑えることはできませんか？

Ａ　 水道事業会計は、地方公営企業法に基づく地方公営企業の特別会計です。消防に要する費用など
法令などで定めのあるものを除き、経営に必要な費用は水道料金で賄わなければならないとされ
ており、赤字分を税金で補填することは原則できません。今回の料金改定は、令和４年度から続
く赤字補填の解消も目的としており、令和 12 年度に解消しようというものです。

【問合せ】　生活環境課（４２）３９６９

※経過措置として、令和７年３月 31 日以前から継続して使用している人は、最初の検針分については旧料金となります。

今後 20 年間の給水収益の見直し（ケース５）
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行
政
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
医
療
機
関
、
介
護
施

設
、
薬
局
、
賀
茂
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
に
よ
る
連
携
会
議

の
開
催
や
、
他
職
種
に
よ
る
研

修
、
情
報
共
有
を
行
い
ま
し
た
。

 

ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ

い
て
、
他
市
町
の
事
例
や
研
修

へ
の
参
加
な
ど
で
情
報
収
集
に

努
め
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
関
係
機
関
な
ど

と
の
連
携
に
よ
り
、
重
症
化
防

止
の
取
り
組
み
と
生
活
支
援
や

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

地
震
・
津
波
対
策
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
直
し
、
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
２

４
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源
や
車
椅
子

ト
イ
レ
、
非
常
用
給
水
タ
ン
ク
、

備
蓄
食
料
な
ど
を
購
入
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
松
崎
新
港
と
駿
河
湾

フ
ェ
リ
ー
を
活
用
し
た
海
上
輸

送
訓
練
や
、
遺
体
収
容
所
設
置

訓
練
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー

の
設
置
を
進
め
る
な
ど
、
引
き

続
き
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

総
合
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
状
況

防
災
対
策
の
推
進

　

令
和
５
年
３
月
に
策
定
し
た
第
６
次
総
合
計
画
は
、
令
和
５
年
度
か
ら
14
年
度
ま
で
の
10
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
す
。
計
画
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
総
合
計
画
委
員
会
で

評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
の
主
な
事
業
の
実
施
内
容
や
効
果
・
課
題
、
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

１
地
域
包
括
ケ
ア

 

シ
ス
テ
ム
の
構
築

子
育
て
支
援
の
充
実

ナ
ビ｣

の
導
入
に
よ
る
予
防
接

種
や
健
診
の
プ
ッ
シ
ュ
通
知
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
子
育
て
に
関

す
る
情
報
発
信
を
行
い
ま
し

た
。　
　
　

　

ま
た
、
継
続
し
て
出
産
祝
い

金
や
子
育
て
支
援
祝
い
品
の
支

給
、
奨
学
金
の
貸
し
付
け
、
教

育
資
金
利
子
補
給
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。　
　

　

今
年
度
は
、
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
中
で

あ
り
、
引
き
続
き
、
保
健
師
に

よ
る
相
談
支
援
体
制
の
充
実
、

児
童
館
事
業
、
各
種
子
育
て
事

業
の
充
実
を
図
り
、
子
育
て
支

援
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
情
報
発

信
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
ま

す
。

特
産
品
の

 
 
 
 

開
発
と
活
用

　

商
工
会
で
行
っ
て
い
る
松
崎

ブ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て
、
新
た
に

４
品
目
を
認
定
し
、
全
部
で
24

事
業
所
42
品
目
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
や
展
示
会
な

ど
に
よ
り
、
認
定
商
品
の
周
知

お
よ
び
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
女
性
部
に
よ

る
特
産
品
も
商
品
化
さ
れ
、「
桜

葉
た
く
あ
ん
」
を
河
津
さ
く
ら

祭
り
で
テ
ス
ト
販
売
し
、
大
き

な
反
響
を
得
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
商
工
会
と
連
携

し
て
、
起
業
や
商
品
開
発
に
取

り
組
む
事
業
者
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。町

営
観
光
施
設
の

 
 
 
 
 
 
 
 

活
用
促
進

　

伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
を
は
じ
め

と
す
る
町
営
観
光
施
設
の
利
用

者
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復

基
調
に
あ
る
も
の
の
、
以
前
の

状
況
に
戻
り
き
れ
て
い
な
い
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
オ
ー
プ

ン
２
年
目
を
迎
え
た
大
沢
依
田

之
庄
で
は
、
駐
車
場
舗
装
工
事

を
行
う
と
と
も
に
、
に
ぎ
わ
い

創
出
の
た
め
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ

の
飛
来
を
呼
び
込
む
話
題
提
供

や
、
「
オ
ー
プ
ン
２
周
年
記
念

２

３

４

５

　

医
療
機
関
へ
の
委
託
に
よ
り
、

　

保
健
師
に
よ
る
妊
産
婦
へ
の

伴
走
型
支
援
、
出
産
子
育
て
応

援
交
付
金
の
支
給
、
子
育
て
支

援
ア
プ
リ｢

ま
っ
ち
ー
子
育
て

▲まっちー子育てナビ

▲商工会女性部開発特産品
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日
」
「
ふ
ろ
の
日
」
に
、
道
の

駅
三
聖
苑
と
共
同
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
経
営
改
善
・
集
客

力
ア
ッ
プ
に
努
め
、
魅
力
あ
る

施
設
運
営
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

※ 

「
美
し
い
村
Ｄ
Ａ
Ｏ
」と
は
、

デ
ジ
タ
ル
村
民
証
を
購
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
実
際
の
住

民
と
同
様
に
施
設
の
割
引
な

ど
が
受
け
ら
れ
、
松
崎
町
で

は
、
伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
の
入

浴
料
の
半
額
な
ど
を
特
典
と

し
て
い
ま
す
。
村
民
証
の
販

売
に
よ
り
得
ら
れ
た
収
益

は
、
デ
ジ
タ
ル
村
民
と
地
域

に
よ
る
共
創
を
通
じ
て
、
地

域
活
性
化
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

棚
田
保
全
に
係
る
担
い
手
不

足
が
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
棚

田
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

す
。
保
存
会
の
皆
さ
ま
を
中
心

に
な
ん
と
か
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
作
業
に
加
わ
っ
て
く

れ
る
方
の
確
保
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。
作
業
の
効
率
化
の

た
め
、
令
和
６
年
度
以
降
、
県

と
と
も
に
新
し
い
水
管
理
シ
ス

テ
ム
の
導
入
な
ど
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

　

空
き
家
改
修
等
補
助
な
ど
の

補
助
事
業
を
行
う
と
と
も
に
、

移
住
定
住
促
進
協
議
会
に
移
住

相
談
な
ど
の
受
入
業
務
を
委
託

し
、
移
住
・
定
住
の
促
進
に
努

め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
か
ら
新

た
に
、
移
住
希
望
者
の
事
前
の

滞
在
費
用
に
対
す
る
補
助
事
業

を
開
始
し
ま
し
た
。

６
関
係
人
口
の
拡
大

　

美
し
い
村
Ｄ
Ａ
Ｏ
（
※
）を
通

じ
て
松
崎
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
Ｎ

Ｆ
Ｔ
を
販
売
し
た
り
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
連
携
し
た

ツ
ア
ー
を
実
施
す
る
な
ど
、
新

た
な
関
係
人
口
の
創
出
に
努
め

ま
し
た
。

▲アサギマダラ

７
移
住
・
定
住
の
推
進

▲「伊豆まつざき

   　田舎暮らしサポー

　　 トポータルサイト」

   のホームページの

二次元コード

８
地
域
資
源
の
保
全
と

  

活
用
（
石
部
棚
田
）

９
水
道
事
業
の
安
定
化

　

平
成
30
年
度
に
策
定
し
た
、

「
松
崎
町
水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
・

経
営
戦
略
」
に
お
け
る
投
資
計

画
や
財
政
計
画
を
見
直
す
と
と

も
に
、
料
金
改
定
の
試
算
を
行

い
、
44
％
の
値
上
げ
を
必
要
と

す
る
「
松
崎
町
水
道
事
業
経
営

戦
略
改
定
版
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
令
和
７
年
度

当
初
か
ら
の
新
料
金
適
用
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

10
ご
み
減
量
と

 

リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進

　

ご
み
の
出
し
方
・
分
け
方
ガ

イ
ド
を
改
訂
し
て
全
戸
配
布
し
、

広
報
紙
な
ど
で
ご
み
の
現
状
を

伝
え
る
と
と
も
に
、
分
別
や
減

量
化
に
関
す
る
周
知
に
努
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
12
月
か
ら

「
雑
が
み
」
の
分
別
収
集
を
開

始
し
、
ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ

ク
ル
の
一
層
の
促
進
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
下
田
市
、
南
伊
豆

町
、
西
伊
豆
町
、
松
崎
町
の
１

市
３
町
に
よ
る
広
域
ご
み
処
理

施
設
の
設
置
、
管
理
お
よ
び
運

営
に
つ
い
て
、
令
和
５
年
４
月

に
一
部
事
務
組
合
を
設
立
し
、

施
設
整
備
基
本
計
画
の
策
定
な

ど
共
同
処
理
に
向
け
た
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
。

11
芸
術
文
化
活
動
の
推
進

（
文
化
協
会
芸
術
祭
）

る
こ
と
に
努
め
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
芸
術
祭
で
は
、
昨
年
度
を

し
の
ぐ
２
９
６
作
品
の
出
展
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
芸
能
発

表
会
で
は
、
昨
年
の
倍
と
な
る

約
４
０
０
人
の
参
加
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

 

今
後
は
、
文
化
協
会
員
を
講

師
と
し
た
生
涯
学
習
講
座
を
企

画
す
る
な
ど
、
文
化
協
会
を
中

心
と
し
た
芸
術
文
化
活
動
の
さ

ら
な
る
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

▲文化協会芸術祭

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
、

文
化
協
会
を
積
極
的
に
支
援
す
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感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
に
関
す
る
補
助
金

　

松
崎
町
で
は
、
令
和
６
年
10

月
よ
り
、
地
震
に
よ
る
住
宅
の

出
火
お
よ
び
延
焼
を
居
住
者
が

自
ら
防
止
す
る
た
め
、
感
震
ブ

レ
ー
カ
ー
を
設
置
す
る
方
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

一
定
規
模
以
上
の
強
い
揺
れ
を

感
知
す
る
と
ブ
レ
ー
カ
ー
を
自

動
的
に
落
と
し
て
電
気
を
止

め
、
地
震
に
よ
る
停
電
が
復
旧

し
た
と
き
な
ど
に
発
生
す
る
電

気
火
災
を
防
ぎ
ま
す
。

　

大
規
模
地
震
時
に
発
生
し
た

火
災
（
原
因
が
確
認
さ
れ
た
も

の
）
の
う
ち
、
約
６
割
が
電
気

に
起
因
す
る
火
災
で
す

　

申
請
は
、
事
前
申
請
が
必
要

で
す
。
工
事
中
や
工
事
後
の
申

請
は
、
補
助
金
交
付
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
年
度
末
に
申
請
す
る

場
合
は
、
設
置
工
事
を
年
度
内

に
完
了
し
な
い
と
な
ら
な
い
た

め
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

出
典
：
「
大
規
模
地
震
時
の
電

気
火
災
の
発
生
抑
制
対
策
の
検

討
と
推
進
に
つ
い
て
（
報
告
）
」

（
平
成
27
年
３
月
）

補
助
の
対
象
、
補
助
率
・
額

①
町
内
に
、
住
宅
ま
た
は
併
用

　

住
宅
を
所
有
も
し
く
は
居
住

　

し
て
い
る
個
人
で
、
当
該
住

　

宅
に
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
を
設

　

置
・
使
用
す
る
者
（
賃
貸
目

　

的
の
住
宅
へ
の
設
置
に
つ
い

　

て
は
、
当
該
住
宅
の
居
住
者

　

に
限
る
）

　

（
補
助
率
）

　

 

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
購
入

 
 
 

お
よ
び
設
置
に
必
要
な
経

 
 
 

費
（
税
込
み
）
の
２
／
３

　

 

以
内
の
額

　

（
補
助
額
）

 
 
 

補
助
限
度
額
２
万
５
０
０

 
 
 

０
円

②
町
内
に
住
宅
ま
た
は
併
用
住

　

宅
を
新
築
す
る
個
人

　

（
補
助
率
・
額
）

　

 

一
律　

１
万
円

 
 

※
併
用
住
宅
と
は
、
事
務
所

 
 
 
 

や
店
舗
と
住
宅
を
兼
ね
て

 
 
 
 

い
る
も
の
で
す
。

※
対
象
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
は
、

　

分
電
盤
タ
イ
プ
の
も
の
で

　

あ
っ
て
、
一
般
社
団
法
人
日

　

本
配
線
シ
ス
テ
ム
工
業
会
の

　

感
震
機
能
付
住
宅
用
分
電
盤

　

（
Ｊ
Ｗ
Ｄ
Ｓ
０
０
０
７
付
２
）

　

の
規
格
で
定
め
る
構
造
お
よ

　

び
機
能
を
有
す
る
も
の
が
対

　

象
と
な
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
タ

　

イ
プ
や
簡
易
な
タ
イ
プ
の
も

　

の
は
、
補
助
対
象
と
な
り
ま

　

せ
ん
。

【
申
請
書
類
】

・
申
請
書

・
見
積
書
（
新
築
の
建
物
に
設

・
置
す
る
場
合
は
不
要
）

・
設
置
場
所
の
分
か
る
図
面
ま

・
た
は
写
真

※
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

　

ま
す
。

対
象
の
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー

　

既
存
の
分
電
盤
に
追
加
し
て

取
り
付
け
る
タ
イ
プ
で
、
接
続

さ
れ
た
セ
ン
サ
ー
が
揺
れ
を
感

知
し
、
ブ
レ
ー
カ
ー
を
落
と
し

て
電
気
を
遮
断
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

分
電
盤
タ
イ
プ
（
後
付
け
型
）

　

既
存
の
分
電
盤
ご
と
取
り
替

え
て
設
置
す
る
タ
イ
プ
で
、
分

電
盤
に
内
蔵
さ
れ
た
セ
ン
サ
ー

が
揺
れ
を
感
知
し
、
ブ
レ
ー

カ
ー
を
落
と
し
て
電
気
を
遮
断

し
ま
す
。

分
電
盤
タ
イ
プ
（
内
臓
型
）

▲阪神・淡路大震災、東日本大震災における火災の主な原因

▲分電盤タイプ
（後付け型）

▲分電盤タイプ
（内臓型）

東日本大震災（１１０件） 阪神・淡路大震災（１３９件）
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交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

小
学
生
低
学
年
（
１
・
２
年
）
の
部

最
優
秀
賞 　

村
田　

虎
丸（
１
）

優 

秀 

賞   

土
屋　

陽
史
（
１
）

　
　
　
　

   

土
屋
み
の
り（
１
）

佳　
　

作　

 

斎
藤　

絢
音（
２
）

           

柴
崎　

凛
子（
２
）

           

関    

結
叶
（
２
）

小
学
生
中
学
年
（
３
・
４
年
）
の
部

最
優
秀
賞　

 

八
木　

颯
士（
３
）

優 

秀 

賞　

 
金
刺　

美
澄（
３
）

           
石
田　

篤
成（
４
）

佳　

  

作　

 

青
木　

駿
典（
３
）

           

鈴
木　

愛
紗（
４
）

           

米
山
日
向
翔（
４
）

小
学
生
中
学
年
（
５
・
６
年
）
の
部

最
優
秀
賞　

 

小
鹿　

美
希（
５
）

優 

秀 

賞   

村
田　

陽
海（
５
）

　
　
　
　

   

齋
藤
美
桜
迦（
６
）

佳　
　

作　

 

北
舘　

史
真（
５
）

           

佐
藤　
　

翠（
５
）

           

馬
場　

彩
夢（
６
）

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞　

 

山
本　

美
月（
１
）

優 

秀 

賞   

飯
野　

心
結（
１
）

           

光
岡　

詩
紗（
１
）

佳　
　

作　

 

江
口　

楓
夏（
１
）

           

小
林　

優
奈（
１
）

           

齊
藤　
　

杏（
１
）

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

　

小
・
中
学
生
の
夏
休
み
の
課

題
と
し
て
募
集
し
た
交
通
安
全

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査

会
が
、
９
月
10
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
交
通

安
全
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
交

通
安
全
意
識
を
高
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
１
８
７
点
の
応
募

が
あ
り
、
町
長
、
交
通
安
全
対

策
委
員
、
小
中
学
校
教
諭
な
ど

に
よ
り
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
入
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

▲審査の様子

【
評
】
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
良
い
。
主
張
し
た

 
 
 
 
 

い
こ
と
が
伝
わ
る

小学生低学年の部

1 年
村田　虎丸さん

最優秀賞

小学生中学年の部

小学生高学年の部中学生の部

最優秀賞
【
評
】
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

【
評
】
レ
イ
ア
ウ
ト
・
色
使
い
が
良
く
、
遠

 
 
 
 
 

く
か
ら
で
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

3 年
八木　颯士さん

最優秀賞

5年
小鹿　美希さん

最優秀賞

【
評
】
全
体
の
書
き
込
み
が
し
っ
か
り
し
て

 
 
 
 
 

い
る
。
表
情
が
子
供
ら
し
い
。

【
評
】
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
良
い
。
標
語
と
絵

 
 
 
 
 

の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
。

1 年
山本　美月さん
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安
曇
地
区
と
の
交
流

       　
～
松
崎
か
ら
安
曇
へ
～

　

２
日
目
は
、
上
高
地
の
河
童

橋
周
辺
を
散
策
し
、
海
と
山
を

周
囲
に
臨
む
松
崎
と
は
異
な

り
、
険
阻
な
山
々
が
連
な
る
穂

高
連
峰
や
梓
川
の
清
流
な
ど
、

北
ア
ル
プ
ス
の
雄
大
な
自
然
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
安
曇
地
区
の
中

学
生
と
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
汗

を
流
し
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
の
交
流
で
お
互
い
の

絆
を
深
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

夕
食
後
は
、
日
本
で
も
有
数

の
観
測
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
乗
鞍

高
原
の
天
の
川
ス
タ
ー
ラ
イ
ト

ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
澄
み
切
っ

た
夜
空
の
中
で
天
の
川
な
ど
満

天
の
星
々
を
体
験
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

堤
奈
々
松
崎
中
学
校
教
頭
を

団
長
と
し
た
松
崎
中
学
校
２
年

生
ら
28
人
が
、
８
月
22
日
か
ら

24
日
ま
で
の
３
日
間
の
日
程
で

松
本
市
安
曇
地
区
を
訪
問
し
ま

し
た
。

　

訪
問
の
目
的
は
、
安
曇
地
区

の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
る
と
と

も
に
、
安
曇
中
学
校
と
大
野
川

中
学
校
と
の
交
流
を
通
じ
て
地

区
交
流
の
絆
を
深
め
る
こ
と
で
す
。

　

一
行
は
松
本
市
到
着
後
、
国

宝
指
定
さ
れ
て
い
る
松
本
城
の

堅
牢
な
大
天
守
や
優
雅
な
月
見

櫓
な
ど
を
見
学
し
、
松
本
市
の

歴
史
文
化
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１

　

最
終
日
は
、
奈
川
渡
ダ
ム
と

安
曇
発
電
所
を
見
学
し
、
大
自

然
の
力
を
最
大
限
に
利
用
し
た

科
学
技
術
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、
３
日

間
の
充
実
し
た
思
い
を
胸
に
松

崎
へ
の
帰
路
に
就
き
ま
し
た
。

▲松本城での記念写真

▲上高地散策

▲マレットゴルフ交流▲安曇発電所見学

▲専用フォーム
二次元コード

 

「女
性
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
」
の
開
催

　
多
様
な
視
点
か
ら
地
域
防
災
力
を
高
め
よ
う
！

　

災
害
時
に
は
、
避
難
所
で
の

共
同
生
活
や
在
宅
避
難
が
長
く

続
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
性
別

や
立
場
が
違
え
ば
、
避
難
生
活

に
必
要
な
も
の
は
違
っ
て
き
ま

す
。
過
去
の
災
害
に
お
い
て
も
、

女
性
に
配
慮
の
な
い
避
難
所
な

ど
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
視
点
か
ら
の
防
災
に

つ
い
て
一
緒
に
学
習
し
ま
せ
ん

か
？

日
程
（
※
２
回
連
続
講
座
）

第
１
回　

11
月
16
日
（
土
）

第
２
回　

11
月
23
日
（
土
）

両
日
と
も
13
時
～
16
時
30
分

会
場

松
崎
町
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

対
象

中
学
生
以
上
の
女
性

（
全
２
回
受
講
、
定
員
30
人
）

・
地
域
防
災
や
多
様
な
視
点
か

・
ら
の
防
災
に
関
心
の
あ
る
方

・
災
害
発
生
時
の
避
難
生
活
に

・
不
安
の
あ
る
方

・
自
身
の
地
域
活
動
を
防
災
分

・
野
で
も
生
か
し
た
い
方

内
容

・
池
田
恵
子
氏
（
静
岡
大
学
グ

・
ロ
ー
バ
ル
競
争
科
学
部
教
授

・
／
防
災
総
合
セ
ン
タ
ー
兼
任

・
教
員
）
、
八
木
宏
晃
氏
（
静
岡

・
県
危
機
管
理
部
危
機
対
策
課

・
班
長
）
に
よ
る
公
開
講
座

・
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所
運
営
ゲ
ー

・
ム
）
な
ど
の
演
習

・
※
公
開
講
座
は
ど
な
た
で
も

・　

受
講
で
き
ま
す
。

主
催

静
岡
県
男
女
共
同
参
画
課

共
催

松
崎
町
・
西
伊
豆
町
・
南
伊
豆
町

申
し
込
み

　

11
月
１
日
（
金
）
ま
で
に
、

左
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申

し
込
み
い
た
だ
く
か
、
問
合
せ

先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１
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故
山
本
堪
一
さ
ん
の
功
績

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

　

松
崎
町
の
左
官
・
漆
喰
文
化

の
継
承
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

た
山
本
堪
一
さ
ん
が
、
令
和
６

年
７
月
27
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。

　

山
本
堪
一
さ
ん
の
鏝
絵
作
品

は
、
中
瀬
邸
の
蔵
の
扉
の
装
飾

な
ど
、
町
内
に
多
く
残
っ
て
い

ま
す
が
、
左
官
職
人
と
し
て
現

役
で
活
躍
し
て
い
た
時
期
か
ら

年
数
を
経
過
し
、
そ
の
作
品
や

山
本
さ
ん
が
次
世
代
に
継
承
し

た
左
官
・
漆
喰
文
化
の
功
績
に

つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
改
め
て

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
ま
す
。

 

山
本
さ
ん
は
、
昭
和
３
年
２

月
７
日
、
静
岡
県
賀
茂
郡
岩
科

村
（
現
：
松
崎
町
）
道
部
に
生

ま
れ
、
祖
父
の
代
か
ら
左
官
屋

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
終
戦
後
、

自
然
と
左
官
の
道
へ
進
ま
れ
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
松
崎
町
江
奈

の
石
田
恒
の
も
と
で
修
行
し
、

30
歳
の
と
き
、
亡
き
父
の
後
を

継
ぐ
た
め
に
独
立
し
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
に
は
、
西
豆
左
官

組
合
長
に
就
任
さ
れ
た
他
、
昭

和
59
年
の
伊
豆
の
長
八
美
術
館

建
設
に
際
し
て
は
、
な
ま
こ
壁

の
制
作
な
ど
に
腕
を
奮
わ
れ
ま

し
た
。

　

郷
里
の
名
工
入
江
長
八
の
影

響
を
受
け
、
漆
喰
鏝
絵
の
制
作

は
も
と
よ
り
、
漆
喰
鏝
絵
教
室

や
高
等
学
校
の
美
術
・
芸
術

コ
ー
ス
の
指
導
な
ど
、
漆
喰
鏝

絵
の
普
及
活
動
に
も
情
熱
を
注

い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
な
ま
こ
壁
技
術
伝

承
事
業
に
お
け
る
な
ま
こ
壁
の

施
工
や
、
全
国
漆
喰
鏝
絵
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
員
、
中
瀬
邸
で

の
鏝
絵
実
演
、
全
国
国
民
文
化

祭
で
の
中
瀬
邸
蔵
の
扉
へ
の
鏝

絵
装
飾
な
ど
、
当
町
の
左
官
、

漆
喰
文
化
の
継
承
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

【
表
彰
歴
】

○
昭
和
61
年

　

静
岡
県
優
秀
技
能
者
知
事
賞

　

受
賞

○
平
成
４
年

　

（
社
）
新
日
本
建
築
家
協
会

　

長
賞
受
賞

○
平
成
11
年

　

労
働
大
臣
賞
受
賞
（
現
代
の

　

名
工
）

○
平
成
12
年

　

黄
綬
褒
章
受
章

▲鏝絵を制作している山本さん

地

域

交

流

通

信

 

地

域

交

流

通

信

地

域

交

流

通

信

  

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

　
　

天
の
川
を
そ
の
目
で

　

８
月
22
日
、
松
崎
中
学
校

２
年
生
26
人
を
松
本
市
に
お

迎
え
し
ま
し
た
。

　

３
日
間
と
い
う
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
、
松
本
城
見
学
、

上
高
地
散
策
、
奈
川
渡
ダ
ム

安
曇
発
電
所
の
見
学
を
は
じ

め
、
１
カ
月
ぶ
り
に
再
会
を

果
た
し
た
安
曇
地
区
の
中
学

生
と
の
交
流
会
で
は
、
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
夜
に
行
わ
れ
た

「
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
ツ
ア
ー
」

は
、
星
空
ガ
イ
ド
の
村
瀬
様

も
認
め
る
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
、
乗
鞍
の
夜
空

に
輝
く
夏
の
大
三
角
形
や
北

斗
七
星
だ
け
で
な
く
、
織
姫
・

彦
星
の
間
を
流
れ
る
天
の
川

を
、
そ
の
目
で
は
っ
き
り
と

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
星
空
の
様
子
は
、

左
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
写
真
は
、
ツ

ア
ー
に
ご
同
行
い
た
だ
い
た

星
景
写
真
家
の
筒
木
様
が
撮

影
し
た
も
の
で
、
今
回
特
別

に
ご
提
供
い
た
だ
い
た
も
の

で
す
。
照
明
を
落
と
し
た
暗

い
と
こ
ろ
で
ご
覧
い
た
だ
く

の
が
、
特
に
お
す
す
め
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ

り
、
松
崎
町
・
松
本
市
安
曇

地
区
中
学
生
交
流
が
行
え
た

こ
と
、
ま
た
長
き
に
わ
た
り

続
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。▲星空の様子は

こちらから
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エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

111kcal 2.6g 2.7g 18.7g 0.1g

（１食当たり）

みかん入り牛乳寒天

－ここがポイント－

松崎産のみかんを使ったデザートです。

その時期に採れるさまざまなみかんでお試しください。

－　材 料（４人前）－

粉寒天・・・・・・・・・・2 ｇ　　　　　　　　　　

牛　乳・・・・・・・・・300cc

みかん・・・・・・・・・・1 個

砂糖　・・・・・・・・・25 ｇ

砂糖（みかん用）・・・大さじ１

－　作り方　－

①みかんの実だけを取り出し、砂糖をまぶしておく。

②鍋に粉寒天と牛乳を入れ、火にかけてかき混ぜながら煮

　溶かし、砂糖を加えてさらに溶かします。

③器に分け入れ、①のみかんを入れて冷やし、固める。

 果物の摂取量の目安は、一日当たりおおよそ 200g です。

 （参考）200g の目安

 みかん　２個、りんご　１個、なし　１個、ぶどう　１房、柿　１個

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.50

町 

長 

コ 

ラ 

ム 

　
第
34
回

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  

　　
第第
3434
回回

地
域
社
会
の
価
値

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

　

人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
、

消
滅
可
能
性
が
叫
ば
れ
は
じ
め

10
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
こ

こ
で
、
改
め
て
地
域
社
会
と
は

何
か
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

全
国
の
小
規
模
町
村
は
、
中

心
都
市
か
ら
離
れ
た
地
域
で
、

過
疎
化
が
進
行
し
て
お
り
、
人

口
の
流
動
が
都
市
部
へ
集
中
し

て
い
る
こ
と
が
大
き
な
要
因
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
早
稲
田
大
学

の
宮
口
名
誉
教
授
は
、
「
過
疎

化
が
進
行
し
て
い
る
小
規
模

町
村
で
こ
そ
、
支
え
合
う
地
域

社
会
の
改
め
て
の
創
造
に
、
行

政
は
本
腰
を
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
わ
が
国
の
地
域
社

会
で
は
、
経
済
活
動
と
は
別
に

集
落
や
地
区
単
位
の
さ
ま
ざ
ま

な
支
え
合
い
が
あ
り
、
お
祭
り

や
行
事
も
多
く
、
経
済
活
動
と

は
別
の
社
会
論
的
価
値
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
過
疎
化
が

進
み
、
多
く
の
地
域
で
昔
ど
お

り
に
行
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
人
の
構
成
が
変

わ
っ
て
し
ま
っ
た
今
、
人
と
人

の
関
係
の
上
に
成
り
立
っ
て
き

た
仕
組
み
を
、
今
の
人
数
と
構

成
に
合
う
よ
う
に
作
り
替
え
て

い
く
こ
と
が
、
地
域
社
会
の
望

ま
し
い
存
続
に
は
必
要
な
こ
と

で
す
。

　

人
口
減
少
社
会
で
は
、
新
し

い
単
位
で
人
が
活
動
し
支
え
合

え
る
組
織
や
グ
ル
ー
プ
が
育
つ

こ
と
が
必
要
で
、
そ
こ
で
の
元

気
な
高
齢
者
の
役
割
は
大
き
く
、

そ
れ
が
都
市
に
は
な
い
地
域
社

会
の
価
値
の
創
造
に
な
る
は
ず

で
す
。
松
崎
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
声
が
多
く
飛
び
交

う
ま
ち
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。



 My Town Topics～まちのできごと～

　８月 21 日、ふれあいとーふや。で、２０３０松崎
プロジェクト三余塾チームによる「松崎の深海を一
緒に探ろう」が行われました。
　このイベントには 10 人の子どもたちが参加し、沼
津高専の大津教授から、松崎町から駿河湾の深海が
近いことを教えてもらったり、学生さんから深海に
関する発表してもらったりして、なかなか知ること
のできない深海に興味を示していました。

２０３０松崎プロジェクト 「松崎の深海を一緒に探ろう」

　９月 11 日、第 24 回全国漆喰鏝絵コンクールの
審査会を実施しました。富山大学名誉教授の丹羽洋
介さんをはじめ、美術関係知識経験者や日本左官業
組合など６人の審査員が、全国から集まった 45 点
の中から、最優秀賞・優秀賞・入賞の 15 点、佳作
12 点を選出しました。
　入賞作品は伊豆の長八美術館で、佳作は民芸館で
10 月 30 日（水）まで展示される予定です。

　９月６日、松崎町役場前で、モバイルファーマシー
（在宅医療研修車／災害対策医薬品供給車両）が展示
されました。
　このモバイルファーマシーは、静岡県薬剤師会と
静岡県立大学が共同管理しており、静岡県立大学薬
学部が実習の一環で伊豆地域を訪れたため展示され、
薬局の在宅医療への対応強化の他、有事の際は、被
災地で医療品などの供給支援を行います。

　８月 30 日、松崎小学校４年生と松崎町赤十字奉仕
団による災害時炊き出し訓練が行われました。
　訓練に参加した４年生 21 人は、父兄、赤十字奉仕
団の方々と一緒に、災害時に役立つ包装食袋を使用
して、白米、ふくろカレー、チーズオムレツを作り
ました。
　小学生は、「災害が発生したときには、今日学んだ
ことを生かしたい」と有事の際の対応を学びました。

松崎小学校と赤十字奉仕団による災害時炊き出し訓練

モバイルファーマシー展示

第 24回全国漆喰鏝絵コンクール審査会
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町の人口と世帯
（令和６年８月 31 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,694 人　（ー 15 人）

　男　　　2,677人　（ー   5人）

　女　　　3,017 人　（ー 10 人）

世帯数　　2,838 戸　（ー ３戸）

転　入　  14 人　転　出　19 人

出　生　    0 人　死　亡   10 人

戸籍だより

地 区 氏 名 年齢 届 出 人

江奈１ 地ハル 93 地 利 和

道 部 関典二郎 82 関　 陽 一

江奈２ 福本三枝 97 福本幸裕

松 尾 鈴木善人 77 鈴木美和子

金 沢 指出正子 102 指 出　 衛

金 沢 大和國利 84 大和節子

南 郷 遠藤　哲 76 遠藤美和子

櫻 田 平野裕一 63 村山義幸

　令和６年８月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　２件　（＋２）

　物損事故　　 16 件　（－２）

　死　　者　　　０件　（±０）

　傷　　者　　　４件　（＋４）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

町 の 交 通 事 故

松

崎

文

芸

松

崎

文

芸

エ
ア
コ
ン
に
囲
ま
れ
日
日
に
過
す
夏

　
　
　
窓
か
ら
の
涼
風
昔
な
つ
か
し
む    

石
田
　
安
江

石
巻
に
納
め
た
る
帆
船
サ
ン
フ
ァ
ン
バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号

　
　
公
開
さ
れ
た
ら
す
ぐ
見
に
行
か
む
　 

岡
村
　
芳
子

目
覚
め
て
も
眠
り
の
あ
ひ
だ
同
じ
こ
と
　

　
　
考
へ
て
ゐ
た
や
う
な
気
の
す
る 

　
　
杉
山
安
紀
子

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

お 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）

-

短
歌-

（８月届出分）
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広
報
ま
つ
ざ
き
二
〇
二
四
年
十
月
一
日
発
行

通
刊
　
第
　
七
　
二
　
五
　
号

発
行
　
静
岡
県
松
崎
町
　
編
集
　
企
画
観
光
課

印
刷
　
㈲
山
本
印
刷

〒
四
一
〇-

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

☎〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
九
六
四��

℻〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
一
八
三

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４ ▲まち灯りの様子

ま
ち
か
ど
花
飾
り

　

10
月
19
日
（
土
）
か
ら

11
月
10
日
（
日
）
ま
で
、

松
崎
ま
ち
か
ど
花
飾
り
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

▲まちかど花飾りの様子

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

季
節
の
花
を
昔
の
農
具
や

桶
な
ど
に
寄
せ
植
え
を

し
、
和
の
雰
囲
気
が
す

て
き
な
秋
の
花
飾
り
約

１
０
０
点
を
、
中
宿
通
り
、

な
ま
こ
壁
通
り
、
中
瀬
邸

周
辺
に
飾
り
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
豆
文
邸
で
、

恵せ
い
け
い
は
な
じ
ゅ
く

聲
花
塾
の
作
品
展
示
や

中
庭
で
の
創
作
ガ
ー
デ
ン

の
飾
り
つ
け
も
行
わ
れ
る

他
、
美
術
館
前
の
広
場
で
、

花
や
植
物
、
流
木
を
使
っ

た
大
き
な
龍
の
オ
ブ
ジ
ェ

も
展
示
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

松
崎
町
観
光
協
会
（
４
２
）
０
７
４
５

ま　
ち　
灯　
り

　

10
月
19
日
（
土
）
か
ら

27
日
（
日
）
に
か
け
て
、「
松

崎
ま
ち
灯
り
」
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

伊
那
下
神
社
や
な
ま
こ
壁

通
り
の
他
、
今
年
は
民
芸

館
の
カ
サ
・
エ
ス
ト
レ

リ
ー
タ
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
て
、
幻
想
的
な
風
景

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

皆
さ
ま
ぜ
ひ
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

10
月
の
町
の
イ
ベ
ン
ト

　　　　　　　　　  　    

～
ま
ち
を
彩
る
「
ま
ち
か
ど
花
飾
り
」「
ま
ち
灯
り
」
の
開
催
～

町
の
人
事

【
採
用
】

　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

櫻
本　

優

　
　
　
　
　
　

【
問
合
せ
】
総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３


